2020年度　　基本方針

	　　役職名　　委員長
	氏名　竹原　真麻

	地方創生が求められる中、我々の地域では様々な団体がまちづくりの運動を行っており、霧島ＪＣも単年度制という限られた期間でまちづくり運動を展開してきましたが、１つの団体が生み出す効果は限られているのが現状です。私たちの住み暮らす郷土をより良くするには、市民の社会参画意識を高めながら地域連携を図り、自分ごとと捉える思いを向上し、誰一人として取り残さない社会を目指す持続可能なまちづくりの仕組みが必要です。
まずは、自分ごとと捉える思いを向上するために、委員会が、ＳＤＧｓの仕組みや具体的な事例を学び、学んだことをもとに立案した事業の目的を会員に伝え、目指す方向を統一する機会を作り、霧島ＪＣをワンチームにすることで、全体事業の仕組みを確立します。
そして、市民の社会参画意識をより高めながら地域連携を図るために、我々が活動エリアにしている姶良・伊佐地域の各団体に、ＳＤＧｓの目標に向かって一緒に取り組む意義を伝えパートナーシップを結ぶことで、地域一体となったまちづくりの仕組みを作ります。

さらに、誰一人として取り残さない社会を目指すために、「夢を実現できるまち」をコンセプトとした事業を行い、ＳＤＧｓの具体的な取り組みや、夢を追いかけている人が発表する機会を作ることで、関わった人びとがこのまちに残りたいと感じる思いを育みます。
また、持続可能なまちづくりの仕組みをつくるために、事業を通して関わることの出来た方々と、事業後の検証などを共有する機会を設け、反省点や改善点を意見交換し、次回以降に向けた、目標とテーマを導き出すことで、自律したまちづくりの組織を確立します。
霧島ＪＣが確立した全体事業の仕組みとともに、地域一体となったまちづくりの仕組みが、市民のこのまちに残りたいと感じる思いを育み、自律したまちづくりの組織が、私たちの住み暮らす郷土を、住みたい、帰ってきたいと思えるまちに創造できると確信します。
背景２００文字
目的４８０文字

結果１２０文字

計　８００文字（句読点含む、ローマ字・数字は全角表記）


第５回次年度理事会前指摘事項
意見１：1行目では我々の地域とありますが、何か狙いがあって表現を変えていますか？
対応１：まちづくりが行われているエリアという意味と、身近な生活環境を住み暮らす郷土という形で使い分けております。
意見２：霧島ＪＣをワンチームにするの意味を教えてください。
対応２：普段の仕事や生活環境が違う人同士が、一つの目標に向かって1つになるという意味を込めています。
意見３ 夢を追いかける人が主張できるとありますが自分の意見を言い張るという意味ですか？
対応３：発表するに変更しました。
意見４：持続可能なまちづくりの仕組みをつくるために～、自立したまちづくりの仕組みを確立します。仕組みを作るために仕組みを作りますは表現を変えたほうがいいとおもいます。

対応４：自律したまちづくりの組織と変更しました。
意見５：全体事業の仕組が確立された霧島ＪＣとともに、地域一体となったまちづくりの仕組みがとありますが、少し読みにくいです。
対応５：「霧島ＪＣが確立した全体事業の仕組みとともに、地域一体となったまちづくりの仕組みが、」と変更いたしました。
意見６：2段落目の「ＳＤＧＳの開発目標を一緒に取り組む」とありますが、目標に向かってという表現がいいと思います。 

対応６：「ＳＤＧＳの目標に向かって一緒に取り組む」と修正しました。 

第５回次年度正副理事会指摘事項
意見１：背景の「地域の格差が広まってきている」とありますが、地域格差というよりは、霧島ＪＣ含めた様々な団体が単体でおこなうまちづくりでは効果がかぎられているというような背景を記載してください。
対応１：背景に「地方創生が求められる中、我々の地域では様々な団体がまちづくりの運動を行っており、霧島ＪＣも単年度制という限られた期間でまちづくり運動を展開してきましたが、１つの団体が生み出す効果は限られているのが現状です。」と書きました

意見２：背景の「 私たちの住み暮らす郷土をより良くするには」のより良くがどのように良くする
のか前段に反映してください。
対応２：「地方創生が求められる中、」ここを解決できることがより良くなると思っています。
意見３：「このまちに残りたいという思いを生み出す」とありますが、それは2段落目に書いたほう
がいいと思います。誰一人として取り残さない社会を記載してください。
対応３：背景に「誰一人として取り残さない社会を目指す」と書きました。
意見４：2段落目の「自分ごとと捉える思いを作るために」とありますが、副理事長は昇華と書いてます。
対応４：「自分ごとと捉える思いを向上するために」と書きました。また、背景も同じく修正しました。
意見５：2段落目の説明資を作ると書いていますが、会員に向けて説明するのみの資料であれば必
要ないかと思います。必ず作るものなので。
対応５：「学んだことをもとに立案した事業の目的を会員に伝え、目指す方向を統一する機会を作り、」と書きました。
意見６：2段落目の「 そして、市民参画意識をより高めながら～」という所はパートナーシップを結ぶという意味では薄いかと思います。
対応６：「ＳＤＧｓの開発目標を、共に取り組む必要性を伝え、」と書きました。
意見７： 2段落目のまずはの所の結果に書いている、「一致団結とした組織となる」ことでどうなるかを書いてください。
対応７：「霧島ＪＣをワンチームにすることで、全体事業の仕組みを確立します。」と書きました。
意見８： 3段落目の結果には「言行一致」のスローガンを入れると意味がつながらなくなりますの　　　　
　　　　　で修正してください。
対応８：「全体事業の仕組が確立された霧島ＪＣとともに、」と書きました。
第５回次年度正副理事会前事前配信指摘事項
意見１：地域ごとの格差が広まっているのは、少子高齢化とは少し違うような気がします。

対応１：「東京一極集中による生産年齢人口の減少が進み、地域の格差が広まってきている中、霧島ＪＣは昨年、」と修正しました。
意見２：背景の2行目課題解決に関しては、委員長は具体的に記載お願いします。 

対応２：「 東京一極集中による生産年齢人口の減少が進み、地域の格差が広まってきている中、霧島ＪＣは昨年、市民参画意識を高める「誰もが夢を描けるまち」の運動を展開しましたが、1年での効果は限られているのが現状です。」と記載しました。
意見３：「このまちに残りたいという思いを生み出す持続可能なまちづくりの仕組みが必要です」は、
間を区切ったほうがいいと思います。
対応３： 点で区切りました。

意見４：2段落目の「 一致団結した組織を作ります。」は手法です。結果で閉めてください。
対応４： 組織となりますに修正しました。

意見５： 2段落目のさらにからの事業の事を書いている所は抽象的なので、修正してください。

対応５：「このまちに残りたいという思いを生み出すために、「夢を実現できるまち」をコンセプトとした事業を行いＳＤＧｓの具体的な取り組みや、夢を追いかけている方が主張できる機会を作ることで、関わった人びとがまた参加したいと思える事業を構築します。」と記載しました。

意見６： 3段落目のまちの未来を示しという所は、2段落目とつながりがないです。

対応６： 「言行一致のスローガンのもと一致団結した霧島ＪＣと、」と記載しました・
意見７： 背景の、最初の市民参画意識と、後段の市民参画意識のつながりがないです。

対応７： 1年での効果は限られているという表現をもとにさらにという流れを書いています。

意見８： 背景の課題をもう少し、狭く書いてください。

対応８：全体的に修正しました。
意見９：背景の私たちの住み暮らす郷土をよりよくするにはのより良くする中身がはっきりすればいいと思います。

対応９：「東京一極集中による生産年齢人口の減少が進み、地域の格差が広まってきている」ここを継続的なまちづくりでよくしていくという意味の背景にしました。
意見１０：2段落目の説明資を作ると書いていますが、会員に向けて説明するのみの資料であれば必
要ないかと思います。 

対応１０：今までの私が経験上、運営するための資料や説明会はあったと思いますが、何の
ためにどのようなことをするのかという対内向けの資料はそんなになかったような気がしますし、個別に説明をすることもなかったと思います。会員全体が、同じ方向性を向くためには、全体での説明の場も必要ですが、目に見える形でのものを使って個別に伝えていくことも必要だと考えています。
意見１１： 2段落目の「今回の反省点や」という今回は必要ないと思います。
対応１１： 削除しました。
意見１２： 次回に向けた目標とありますが長期的なものでなくてもよいですか？
対応１２： 次回以降と記載しました。
意見１３： 3段落目の霧島に住みたいという表現の霧島に限定していることはいいですか？
対応１３：「私たちの住み暮らす郷土を、」と記載しました・
第4回次年度理事会指摘事項
意見１：ここは極端な表現ではないですか？表現を参考にしてみてはどうでしょうか？

対応１：大まかに変更いたしました。

意見２：この地域の課題解決とはどのようなことを考えていますか？自分の思いを言葉にしてください。

対応２：生産年齢人口の減少による少子高齢化が進み地域の格差だと思い記載させていただきました。

意見３：何を教えて貰いますか？

対応３：ＳＤＧｓの仕組みや具体的な取り組み事例と具体的に記載させていただきました。

意見４：表記を姶良・伊佐地域と変更したほうが良いのではないですか？

対応４：姶良・伊佐地域と変更しました。

意見５：どのようなことをイメージしていますか？

対応５：様々団体と一体になった組織となる仕組みを考えています。

意見６：委員長の色が出て良いとおもいます。

対応６：ありがとうございます。
意見７：もう少し勉強して、答弁ない文章に落とし込んでいきましょう。

対応７：勉強して答えられるようにします。

意見８：答弁をしようとしていることは、成長が見られます。色々な人に協力を貰いながら頑張って下さい。

対応８：色々方に相談して作ってみました。

意見９： 今年は「夢を実現できるまち」だと思いますので修正してください。
対応８：2段落目を「夢を実現できるまち」に修正しました。
第４回次年度正副理事会指摘事項
意見１：基本的に、委員長が意味を理解しているのか？自分で書いて意味を理解して説明できるよう
にしてください。 

対応１：再度、見直して向き合って自分で書かせていただきました。

第３回次年度理事会指摘事項
意見１：背景の人口流出は解決できるのか？
対応１：背景を一部修正しました。

意見２：背景のためにはを修正してください。
対応２：するためにと修正しました。
意見３：住民のまちづくりに対する意識をたかめとあるがどのように高めていくことを考えています
か？
対応３：委員会が率先して問題や課題を緩和する持続可能な開発目標となるＳＤＧｓを学び、その学
んだことを企画書として様々な団体に提案をし、パートナーシップを結ぶことで、地域一体
となったまちづくりの体制を構築します。とかきました。。
意見４：背景の、自分ごとと考える気持ちとはどんな気持ちですか？
対応４：自分ごとと捉えると修正しました。
意見５：自律した継続的なまちづくりとありますがこれをつくるための背景を書いてください。
対応５：背景を全体的に修正しました。
第３回次年度正副理事会指摘事項
意見１：役職名を記載してください。
対応１：委員長を追記いたしました。
意見２：背景の人口減少による少子高齢化は、違うと思うので表現を変えてください。
対応２：背景を大まかに変更いたしました。
意見３：背景の都市部に働き盛りの人たちが集まってしまうは話し言葉になります。 

対応３：背景を大まかに変更させていただきました。
意見４：背景の霧島JCは昨年という言葉は最初にもってきたほうがいいと思います。
対応４：背景の最初にもってきました。
意見５：背景に、私たちの住み暮らす郷土をより良い地域とありますが、郷土と地域が重なっています。
対応５：私たちの住み暮らす郷土をより良くしていくためにと変更いたしました。
